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1.　はじめに

　霧ヶ峰は，八ヶ岳・中信高原国定公園に含まれ，

車山（1,925m） を最高峰とする火山性高原（標高

1,500 ～ 1,900m， 東西約 10km， 南北約 15km） で

ある．高原上の緩斜面には，採草や火入れにより維

持されてきた半自然草原と人工草地からなる草原植

生が卓越し，凹状地には，八島ヶ原湿原などの高層

湿原が発達するなど，特徴的な自然景観を呈している．

　また，霧ヶ峰は，ニッコウキスゲ（ゼンテイカ）

（Hemerocallis dumortieri var. esculenta） の 群 生 地 と

しても知られており，毎年開花期には多くの公園利

用者が訪れる．しかし，近年，草原への樹木の侵入

や既存樹林の拡大１） による草原景観の変容が危惧

されているほか，さらに，1990 年代以降，ニホン

ジカ（Cervus nippon ，以下シカとする）によるニッ

コウキスゲなど草原植物の被食が懸念されるように

なってきた．

　シカは従来霧ヶ峰に生息していたが，1990 年頃

より頻繁に目撃されるようになったとされる２）．ま

た，2004 年 か ら 2008 年 の 春・ 秋 期 に， 霧 ヶ 峰 を

通過する車道を利用して行われたライトセンサス

（センサスルートの延長：26km）では，平均 20 ～

50 頭等程度のシカが確認されている３）．

　現在，シカによる野生植物への採食圧の増加は全

国各地で報告されており４） ～ ６），長野県の山岳地で

も南アルプス等で高山植物の採食圧の増加と亜高山

帯・高山帯のお花畑の植生変化が報告されている ７），８）．

そうしたシカによる植生影響を調査した事例では，

ニッコウキスゲはシカの嗜好植物の一つとされ，群

生地が壊滅した事例も報告されている８）．

　霧ヶ峰におけるシカの植生影響として，餌植物の

なかで嗜好度の高い植物から被食されることが予想

される．そのため，ニッコウキスゲは早期に影響を

受ける可能性が高いと考えられるが，これまで霧ヶ

峰におけるニッコウキスゲの被食影響は明らかと

なっていない．そこで，霧ヶ峰におけるニッコウキ

スゲの被食状況を把握することを目的として，ニッ

コウキスゲへの被食の有無および被食圧を確認する

調査を行った．

　なお，霧ヶ峰高原の下部には，ニッコウキスゲと

近縁のユウスゲ（Hemerocallis citrina  var. vespertina ）

が生育している．シカの嗜好性において，ニッコウ

キスゲとユウスゲの違いはこれまで報告されておら

ず，調査地域での予備観察でユウスゲの被食も確認

されたこと，また，ユウスゲの被食圧は，ニッコウ

キスゲの分布しない地域での，シカによる植生への

影響を指標するものと考えられたことから，今調査

では，ユウスゲについても調査対象とした．以下，

本文中では，ニッコウキスゲとユウスゲを総称する

場合に「キスゲ類」を用いることとする．

2.　材料と方法

2.1　調査地

　ニッコウキスゲは，北海道と本州中北部に分布す
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るユリ科の多年草で，長野県では全県の低山帯～亜

高山帯の草原に分布する ９）． ユウスゲは同じくユ

リ科の多年草で，本州（関東地方以西）～九州に分

布し，長野県では全県の低山帯の草原と林縁に分布

する９）．これらのキスゲ類は，霧ヶ峰の半自然草原

域に主に分布することから，半自然草原内を通過す

る歩道を調査ルートとして用い，調査ルート上で，

およそ 500m 間隔となるように計 84 ヶ所の調査地

点を定めた（図 1）．調査地点の位置は， GPS（Garmin

社 製 GPSmap 60CSx お よ び GPS 12 CX） を 用 い て

測 位・ 記 録 し た． 各 調 査 地 点 で は， 調 査 区 と し て

10m2（長さ 10m，幅 1m）の方形区を歩道沿いに各

1 区画設定した．

2.2　調査方法

　キスゲ類のうち，ニッコウキスゲは，霧ヶ峰では，

6 月上旬に展葉した後，7 月から 8 月にかけて，高

さ 60cm 程度の花茎の頂部に 4 ～ 5 花 10）をつける．

シカのキスゲ類の採食は，葉芽や展葉直後の新葉の

ほか，花芽で多く観察され，花芽が採食された花茎

では， 花序の一部または花茎頂部全体が失われる

（図 2）．この花茎や花序の採食痕は，開花期を通じ

て目視による確認が可能で，その確認時の周辺植生

への撹乱も小さいことから，今調査では，花茎もし

くは花序に残る採食痕を被食の有無および被食圧を

確認・推定する材料として用いることとした．

　各調査区内でキスゲ類の花茎の有無を確認し，花

茎がある場合には，被食を受けていない健全花茎数

と被食花茎数を計数した．その際，花茎もしくは花

柄が，シカの採食によって切断されている場合に被

食花茎とした．

3.　結果 

3.1　キスゲ類の分布・花茎密度

　調査地点（84 地点） のうち， ニッコウキスゲは

60 地 点， ユ ウ ス ゲ は 標 高 1,600m 以 下 の 踊 場 湿 原

周辺の 5 地点で生育が確認された． これらキスゲ

類は，調査地点のほぼ全域に分布しており，水平・

垂直分布において， 顕著な偏りはみられなかった

（図 3，図 4）．

　調査地点全体で確認されたキスゲ類の花茎総数

は 1057 本（ニッコウキスゲ：1003 本，ユウスゲ：
図 1　調査地点（■）と草原植生域（網掛け部），　
　　　車道（太実線），登山道（点線）

a： 鷲 ヶ 峰 (1,798m)，b： 八 島 ヶ 原 湿 原， c： 南 の 耳 
(1,838m)，d： 沢 渡， e： 蝶 々 深 山 (1,836m)，f： 車 山 
(1,925m)，g：車山高原スキー場， h：車山肩 (1,800m)，
i：霧ヶ峰園地， j：踊場湿原，k：車山乗越 (1,815m)．

図 2　ニッコウキスゲの花茎にみられたシカの採食
　　　痕（円内）

図 3　ニッコウキスゲ（●）・ユウスゲ（○） の分 
　　　布と花茎密度．
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54 本）で，花茎密度（調査区 10m2 あたりの花茎数）

の最小値は 1 本，中央値は 11 本，平均値は 16.3 本，

最大値は 69 本であった．ここで，キスゲ類の花茎

密度を，高：上位 1/3（花茎数が 18 本以上），低：

下位 1/3（同 6 本以下）， 並：それら以外（同 7 ～

17 本）の 3 グループに区分すると，花茎密度が高

い地点は，霧ヶ峰園地や車山肩～車山周辺および，

南の耳～車山乗越～車山高原スキー場周辺にみられ

た（図 3）．

3.2　キスゲ類の被食圧

　キスゲ類が確認された 65 地点のうち，被食は調

査地点全域の 57 地点（87.7％）で確認された（図 5）．

ニッコウキスゲは 60 地点中の 54 地点（90.0％）で，

ユウスゲは 5 地点中の 3 地点（60.0％）で被食が確

認された．ニッコウキスゲとユウスゲで，生育する

地点数に占める被食地点の比率には有意な差は認め

られなかった（Fisher の正確確率検定 P  > 0.05）．

　被食の有無とキスゲ類の花茎数の関係では，被食

地点の中央値が 13 本，採食されなかった地点の中

央値が 4 本と，被食地点で花茎数が多い傾向があっ

た（Wilcoxon の順位和検定，P<0.05）．

　キスゲ類の花茎の被食率 ( 総花茎数に対する被食

花茎数の百分率比 ) は，調査地点全体で 57.4％（607

本 /1057 本） であった． ニッコウキスゲとユウス

ゲでは，花茎の被食率に有意な差は認められなかっ

た（Fisher の 正 確 確 率 検 定 P  > 0.05）． 上 述 の キ ス

ゲ類の花茎密度のグループ間で被食率を比較すると

（表 1），花茎密度が高いグループほど被食率が高く，

これらのグループ間の被食率には 5％水準で有意な

差が認められた（Fisher の正確確率検定）．

　このうち， 花茎密度が高いグループの花茎の被

食率の地理的な分布では，車山肩周辺（2 地点）と

霧ヶ峰園地，霧ヶ峰スキー場駐車場の 4 地点では 0

～ 18.8％と低かったのに対し、 南の耳～車山高原

ス キ ー 場 周 辺 の 13 地 点 で は、 同 66.7 ～ 96.8％ と

高く，被食圧の分布には顕著な地域差が認められた

（図 6）．

花茎密度 花茎密度
の範囲 総花茎数 被食花茎数 被食率

低 1 ～ 6 71 32 0.45
並 7 ～ 17 259 137 0.53
高 18 ～ 69 727 438 0.6

表 1　花茎密度グループ（低・並・高）の総花茎数・
　　　被食花茎数・被食率

図 5　ニッコウキスゲ・ユウスゲの生育地点におけ
　　　る被食の有無

図 6　ニッコウキスゲ・ユウスゲの花茎密度が高い
　　　地点における花茎の被食率

図４　a) 調査地点の標高分布
　　　b) ニッコウキスゲ ( 黒）・ユウスゲ ( 白）の花
　　　　茎数の標高分布
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4.　考察

　霧ヶ峰におけるキスゲ類の分布域を対象としたシ

カによる被食圧の調査の結果，そのほぼ全域に相当

する 87.7％の地点で花茎もしくは花序の被食の発

生が確認された．このことは，霧ヶ峰においてキス

ゲ類のシカによる被食が広範囲で発生している現状

にあることを示唆している．また，被食の発生傾向

として，花茎密度が高い地点で被食率が高いことが

示された．

　これらのことは，シカが，餌植物であるキスゲ類

の密度が高い場所で選択的また集中的に採食してい

ることを示唆している．しかし，花茎密度の高い場

所であっても，その被食率には地域差が非常に大き

かったことから，被食圧には立地環境の差異がより

強く影響しているものと考えられる．

　花茎密度は高いものの被食圧が低かった車山肩

（2 地点） と霧ヶ峰園地， 霧ヶ峰スキー場駐車場周

辺は，駐車場や宿舎，園地，観光施設が設置され，

夏期，とくにニッコウキスゲの開花期には多くの公

園利用者が集中利用する地域である．シカの活動は

昼夜を問わないが，昼間は主に森林の中にいて，草

原環境など開放的な場所へは夜間に現われる傾向が

強いとされる 11）． また， 地域の景観の中でのシカ

による被食圧の空間分布を検討した事例では，畜舎

や住宅周辺の人間活動が盛んな場所で被食圧が低い

ことが報告されている 12）． これらのことはシカの

人への警戒心によるものと考えられ，霧ヶ峰におい

ても，シカが人間活動の集中する地域を忌避してい

る可能性が考えられる．また，車山肩や霧ヶ峰園地，

霧ヶ峰スキー場駐車場周辺には，シカが日中主に生

活するとされる森林植生も分布していることから，

シカはキスゲ類を採食する草原域のみでなく周辺の

森林植生を含めて，これらの地域を忌避している可

能性も考えられる．

　なお，ニッコウキスゲとユウスゲはともに多年生

草本で，花茎の被食による花の消失が，直ちに個体

としての種子繁殖機会の消失につながるものではな

い．しかし，霧ヶ峰の広範囲でキスゲ類が被食され

ている現状から， 今後のシカの生息動向によって

は，葉部への被食圧も広域で高まる可能性があると

考えられる．その場合には，葉部の損傷や地下部へ

の同化産物の分配の減少による種子繁殖状況の悪化

などが生じることによる，将来的な個体数の減少が

危惧される．したがって，霧ヶ峰のキスゲ類の被食

圧については，今後，花茎以外の部位に注目した把

握や被食圧とシカの生息動向の関係の検討が望まれ

る．

　また，霧ヶ峰の草原植生の構造や組成など草原景

観そのものに及ぼすシカの採食影響は，今調査では

明らかではない．この点については，現在，シカ防

除柵を霧ヶ峰草原内に設置して，柵内外での草原植

生のモニタリングを実施しており， 別報で論じた

い．
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